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山地災害防止キャンペーン期間に合わせて
治山施設を点検しました！

６月２０日（火）、浜田市内村町地内において、治山施設の点検を行いました。
５月２０日～６月３０日は山地災害防止キャンペーン期間として、全国的に山地災害を

未然に防止する活動を積極的に実施することとされています。
当センターでは、このキャンペーン期間に合わせて、島根県山地防災ヘルパーと合同で

治山施設点検を実施しました。

谷止工（鋼製）の点検中谷止工（コンクリート製）の点検中

この日は職員研修も兼ね、西部農林及び浜田県土の職員も多数参加し、現地にて山地
防災ヘルパーの方々から点検時のポイント等、指導を受けながら治山施設ごとにクラッ
クの有無や部材の腐食の程度、巨礫・土砂の堆積状況などを目視で確認しました。
今回の点検では機能を低下させる大きな損傷などは確認されず、周辺森林にも倒木や

落石の発生など目立った荒廃の兆候はありませんでした。
既存治山施設の長寿命化対策として、今後も計画的に治山施設の点検を進めていきま

す。

＜治山施設点検とは？＞
治山施設は山崩れや地すべり、土石流などから人家な

どを守るための施設で、渓流に設置される治山ダム、山
腹に施工される法枠や土留め、落石防護柵などがありま
す。
治山施設点検とは、治山施設の健全度や施設周辺の森

林の荒廃状況等を把握するために行う調査で、個別の施
設ごとに約１０年間に１度のペースで行っています。施
設の劣化状況を把握し、維持管理・更新等を適切に実施
することで、施設の長寿命化を目指します。
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